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● 制作  

炎の舞台 
―阿蘇草原における野焼き景観のメモリアル― 

Stage of Fire - A memorial place for the "Noyaki" landscape in the Aso Grasslands  

 

張 寅暦   園芸学研究科 ランドスケープ学コース 環境造園デザイン学領域（主指導教員：章 俊華） 
ZHANG Yinli 

 

１．研究の背景と目的 

 日本でのメモリアルプレイスの設計は、その文化的な背景

に根差している。自然との調和を重んじる日本の伝統は、こ

れらの景観に反映されており、歴史的な出来事や人物を記念

すると同時に、自然環境との共生を表現している。さらに、

日本のメモリアルプレイスの設計は人々の体験に重点を置い

ており、特に歴史的な出来事や人物を反映し記念する際には

顕著である１）。設計者は、来訪者の感覚や相互作用を考慮

し、これらの空間が単なる記念の場所にとどまらず、教育、

反省、自然の美しさを楽しむ場所になるよう努めているので

はないかと考える。自然環境への人工的な介入や形成を通じ

て創造される大地の景観は、特定の文化や歴史的意義を記念

し表現するための方法であり、メモリアルプレイスの一形態

である。 

 日本では、草原の管理方法として野焼きが行われている。

これは草原の生態環境を改善するだけでなく、特有の大地の

景観を創造することができる。野焼きは、自然の過程に人為

的な介入を行うことで、特殊な景観形態を形成し、生態学的

意義に加えて、地域の文化や歴史的価値を持つ。 

 このような背景に基づき、熊本県阿蘇が最も研究価値があ

ると考えられる。阿蘇は日本最大の草原を有し、野焼きは草

原の維持にとって最も重要な手段であり、年に一度の大イベ

ントとなっている 2)。 

 したがって、本研究は野焼きがどのように大地景観を創出

し、そのような景観がどのようにして記念的な空間に変容す

るかに焦点を当てる。この研究の目的は、阿蘇地域で野焼き

によって創造されたメモリアル景観の提案を行うことを目的

とする。 

2．研究の位置付け 

 アメリカでは、メモリアルプレイスの設計において多くの

優れた作品がある。例えば、ロバート・スミスソンの「スパ

イラル・ジェティー」は、物事の不可逆的な衰退を認めつつ、

大地の景観を通じて再生の可能性を示唆する環境芸術作品だ

が、これは、そこに潜在しつつも、見えなくなっている自然

のダイナミズムを人々に想起させるという意味で、一つの環

境メモリアルであると考える。このように、メモリアルな景

観は、物理的な記念物と精神的な継続の両方を表現すること

ができる。また、記念は空間と切り離せないものであり、そ

れは自然環境を介して表される。 

 日本では、野焼きは全国各地で行われる伝統行事で、新芽

が出る前に枯れ草を焼くことで草原を維持する。野焼きは草

原の維持に不可欠であり、立ち枯れた草をそのままにしてお

くと、地面近くの植物に光が射さず、新しい芽が育たないか

らだ 2)。 

 しかし、野焼きには大きな労力と危険が伴い、現在、畜産

業従事者の減少やコストの課題などにより、こうした伝統的

な草地の管理方法の持続可能性は危機に晒されている。現在

も継承の努力はなされているが、野焼きによって保たれる広

域な景観が、今後も残されていくかどうかは、不確実な状況

にある。 

 そこで本研究は、特定の敷地を設定し、そこに野焼きとい

う伝統行事を取り入れた、野焼き景観のメモリアルプレイス

を創造し、観光と組み合わせた管理運営方法とともに提案す

ることで、少なくとも、その場所だけには、野焼き景観が、

未来にわたって保たれていくためのランドスケープを提案す

る。このデザインは、人々に反省を促し、野焼きが持つ精神

的な内包――生命の循環や大地の新生について、より深い理

解をもたらすことを目指している。伝統的な環境管理方法に

よって創造されたメモリアル景観の提案という点に、本研究

の独立性がある。 

3．研究の対象 

 熊本県阿蘇草原の北外輪山の一峰、大観峰を対象地とする。

大観峰は、その豊かな自然環境と深い歴史的背景を持ち、阿

蘇地域の象徴的存在として知られている。この地域は、独特

な生態系を形成し、長い間地域社会の生活や文化と密接な関

係を築いてきた。特に、大観峰は神話色豊かな伝説により、

文化的な魅力と神秘性を持ち、野焼きといった伝統文化との

結びつきを通じて、観光客を引き付ける大きな潜在力を持っ

ている。この神話的背景と自然の美しさが融合することで、

大観峰は阿蘇草原の保護と再生、特に文化と自然を結びつけ

た持続可能な観光開発のための理想的なデザイン対象地とな

る。 
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4．研究の方法 

 研究方法としては、文献調査を中心に、実地調査と地元関

係者や専門家とのインタビューを補足的に行った。 

 まず、文献調査では大観峰の春、夏、秋に生息する草花に

ついても詳細な調査を行った。草丈、花色、特性、習性など、

各植物の特徴を徹底的に調査した。また、これらの植物の開

花期と休眠期についても調査を行った。この調査結果は、野

焼きの実施時期や方法を決定する上で非常に重要な情報を提

供し、草原の生態系管理と保全に対する理解を深めるための

基盤となる。 

 さらに、阿蘇草原と大観峰に関する生態学的、地理学的、

文化人類学的、歴史的な研究を集め、分析した。特に、大観

峰に関連する神話、伝説、文化的記録、生態学的研究を集中

的に調査し、この地域の特性と重要性を深く理解した。 

また、阿蘇市観光協会事務局長とのインタビューを行い、

大観峰と草原全体の保護・再生に対する地域社会の見解と提

案を収集した。このように、大観峰の植物相に関する詳細な

調査を研究対象と方法に組み入れることで、草原の生態系を

より深く理解し、保護と再生に向けたより効果的で科学的な

アプローチを導き出すことが可能となる。 

5．調査・分析の結果と考察 

 火は植物に直接的および間接的な影響を与える。直接的な

影響として、植物の地上部は焼死し、根や地下茎、埋土種子

が熱にさらされる。スミレ類の種子などは火による温度上昇

で休眠が解除され、発芽することがある。どの季節に火入れ

を行っても木本植物は焼死するが、秋から春にかけての火入

れでは草本植物がダメージを回避でき、群落再生に主導的に

なることが一般的だ。間接的影響として、リター(落葉・落

枝)の除去、黒くなった地表の温度上昇、灰からの栄養塩類

の供給などがある。リターがなくなると埋土種子の発芽が促

進され、炭で黒くなった地表は日光で暖められる。こうして

火は植物に多様な影響を与え、植生はそれらの影響の複雑な

組み合わせによって変化する。 

 草原の火入れにおける地上の温度は、表 1 のように示して、

ススキ草原での測定によれば 0～700℃ 程度の温度を記録す

ることが知られており、これは植物を焼死させるのに十分な

温度である 3)。 

表 1 植生タイプ別の最高温度範囲と燃料量との関係 

  本研究における調査結果は、阿蘇草原、特に大観峰地域の

植物相に関する深い理解を提供した。春、夏、秋の各季節に

おける植物の詳細な調査から、草丈、花色、開花期、休眠期、

特性、習性などのデータを収集した。表 2 のように示して、

これらの植物の大部分が 11 月から翌年の 3 月まで休眠期に

入ることが観察され、この期間に野焼きを行うと、種子に損

害を与えずに生長素（カリキン）を生成し、種子の発芽を促

進することが明らかになった。これは、野焼きの計画と実施

において非常に重要な情報であり、草原の生態系管理と保全

戦略を策定する際の重要な基盤となる。 

 この調査結果から導き出された考察は、草原の保護と再生

に向けた今後の方向性を示唆している。春季と秋季の野焼き

は、草原の生態系を健康に保ちながら、生態系の循環と再生

に対する人々の認識を高める機会を提供することが期待され

る。 

      表 2 大観峰植物の開花期と休眠期 

  

 さらに、大観峰の神話的背景を活かした野焼きと地元の祭

りの組み合わせは、地域に新たな活力をもたらし、観光客を

引き付ける有効な手段となり得る。火に関連する伝統的な祭

りや儀式を野焼きの活動と組み合わせることで、訪問者に独

特の文化体験を提供し、同時に草原の生態系保護と文化継承

の意義を伝えることができる。 

本研究は、阿蘇草原の自然環境と文化的背景に根ざし、春

季と秋季の野焼きを通じた生態系の再生と維持に焦点を当て

ている。これらの伝統行事は、メモリアルな景観の創造にも

繋がり、地域の神話や伝説を踏まえた文化イベントと組み合

わせることで、自然と人間の関係を再考し、地域社会に新た

な活力をもたらす。このデザインにより、自然保護と文化継

承の重要性が強調され、持続可能な発展に向けた機運が促進

されることを期待する。 
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